
 

 

 

平成２４年５月１４日(月) 

国土交通省関東地方整備局 

港 湾 空 港 部 

 

 

東京国際空港国際線地区エプロン等の拡充について 

 

 

関東地方整備局では、政府の新成長戦略（平成２２年６月１８日閣議決定）等に基

づいて、最短で平成２５年度中に東京国際空港における国際線の発着容量を現状の年

間６万回から９万回へ増強するため、ＰＦＩ手法を活用して国際線地区におけるエプ

ロン等の新設・改良を行います。概要は、別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問い合わせ先 
 

   国土交通省 関東地方整備局 港湾空港部 

空港整備課長     馬場
ば ば

 智
さとし

 

TEL. 045-211-7421（直通） 

 



東京国際空港国際線地区エプロン等の拡充について
現 状 拡充後

別 紙

スポット大型化

駐機対象の機材サイズ
を、B767から今後の中
型機の主流となるB787
対応へと大型化 国際線地区対応 と大型化

北側エプロン

スポット誘導経路移設

ﾀｸｼｰﾌﾟｰﾙ/ﾊﾞｽﾌﾟｰﾙ増設国際線地区北側５スポ ト

エプロン増設等

ﾀｸｼ ﾌ ﾙ/ﾊ ｽﾌ ﾙ増設国際線地区北側５スポット
（No.911～915）の大型化に
伴い、スポット誘導経路を
移設

現状４５台のバス
プールを８台分増設
現状１０８台のタク
シープールを２４台
分増設

エプロン増設等

現在更地の一部を整
備し、エプロン３スポッ
ト分及びGSE置場・通
路を増設

なお、事業の実施に係る技術課題等については有識者からの助言等を踏まえつつ進めることとし、別添のとおり第三者会議を設置することとします。
会議の議事要旨等は、関東地方整備局ホームページで公開します。
（関東地方整備局ホームページ） http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kyoku/62kuukou/01apron‐pfi.htm



第三者会議について

別 添

「東京国際空港国際線地区エプロン等整備等事業」
技術検討委員会

「東京国際空港国際線地区エプロン等整備等事業」
変更契約に関する検討会議

設置の趣旨 設置の趣旨

国土交通省関東地方整備局は、「東京国際空港国際線地区エプロ
ン等整備等事業」における高度な技術的課題について、第三者による
審議および助言を踏まえつつ、公正・中立に監視を行うことを目的とし
て、「東京国際空港国際線地区エプロン等整備等事業技術検討委員

国土交通省関東地方整備局は、「東京国際空港国際線地区エプロ
ン等整備等事業」を実施する羽田空港国際線エプロンＰＦＩ株式会社と
の間で、本事業の契約変更を行うに際して、競争性を担保しつつ、透
明性を確保することを目的として、「東京国際空港国際線地区エプロ

会」を設置する。 ン等整備等事業 変更契約に関する検討会議」を設置する。

委員名簿 委員名簿

菅野 高弘 港湾空港技術研究所 特別研究官

田中 洋行 北海道大学大学院 工学研究院 教授

福手 勤 東洋大学 理工学部 教授

高橋 寿一 横浜国立大学大学院 国際社会科学研究科 教授

福手 勤 東洋大学 理工学部 教授

前田 博 西村あさひ法律事務所 弁護士福手 勤 東洋大学 理工学部 教授

前川 宏一 東京大学大学院 工学系研究科 教授

水上 純一 国土技術政策総合研究所 空港研究部
空港施設研究室長

前田 博 西村あさひ法律事務所 弁護士

山内 弘隆 一橋大学大学院 商学研究科 教授

（敬称略、五十音順）
空港施設研究室長

山内 弘隆 一橋大学大学院 商学研究科 教授

渡部 要一 港湾空港技術研究所 地盤研究領域長

（敬称略、五十音順）


